
（
情
報
の
聴
取
が
困
難
な
場
合
）

（
情
報
の
聴
取
が
困
難
な
場
合
）

第
二
十
条
の
四

法
第
四
十
一
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

第
二
十
条
の
四

法
第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

一
〜
三

（
略
）

一
〜
三

（
略
）

（
航
法
の
遵
守
及
び
危
険
の
防
止
の
た
め
の
勧
告
）

（
航
法
の
遵
守
及
び
危
険
の
防
止
の
た
め
の
勧
告
）

第
二
十
条
の
五

法
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
告
示
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

第
二
十
条
の
五

法
第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
告
示
で
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
）

（
法
第
三
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
）

第
二
十
条
の
六

法
第
四
十
三
条
に
規
定
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
は
、
海
上
保
安
庁
組
織
規
則
（
平

成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）
第
百
十
八
条
に
規
定
す
る
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部
又
は
海
上
保
安

航
空
基
地
と
す
る
。

第
二
十
条
の
六

法
第
三
十
七
条
の
五
に
規
定
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
の
事
務
所
は
、
海
上
保
安
庁
組
織
規
則

（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
四
号
）
第
百
十
八
条
に
規
定
す
る
海
上
保
安
監
部
、
海
上
保
安
部
又
は
海
上

保
安
航
空
基
地
と
す
る
。

（
指
定
港
非
常
災
害
発
生
周
知
措
置
が
と
ら
れ
た
際
の
海
上
保
安
庁
長
官
に
よ
る
情
報
の
提
供
）

第
二
十
条
の
七

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
情
報
の
提
供
は
、
海
上
保
安
庁
長
官
が
告
示
で
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
り
、
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

（
新
設
）

２

法
第
四
十
五
条
第
一
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
情
報
は
、
次
に
掲
げ
る
情
報
と
す
る
。

一

非
常
災
害
の
発
生
の
状
況
に
関
す
る
情
報

二

船
舶
交
通
の
制
限
の
実
施
に
関
す
る
情
報

三

船
舶
の
沈
没
、
航
路
標
識
の
機
能
の
障
害
そ
の
他
の
船
舶
交
通
の
障
害
で
あ
っ
て
、
指
定
港
内
船
舶
（
法

第
四
十
五
条
第
一
項
で
規
定
す
る
船
舶
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
航
行
の
安
全
に
著
し
い

支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
の
発
生
に
関
す
る
情
報

四

指
定
港
内
船
舶
が
、
船
舶
の
び
ょ
う
泊
に
よ
り
著
し
く
混
雑
す
る
海
域
、
水
深
が
著
し
く
浅
い
海
域
そ
の

他
の
指
定
港
内
船
舶
が
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
海
域
に
著
し
く
接
近
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

場
合
に
お
け
る
、
当
該
海
域
に
関
す
る
情
報

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
港
内
船
舶
が
航
行
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
聴
取
す
る
こ
と
が

必
要
と
認
め
ら
れ
る
情
報

（
指
定
港
非
常
災
害
発
生
周
知
措
置
が
と
ら
れ
た
際
の
情
報
の
聴
取
が
困
難
な
場
合
）

第
二
十
条
の
八

法
第
四
十
五
条
第
二
項
の
国
土
交
通
省
令
で
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

（
新
設
）

一

Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
を
備
え
て
い
な
い
場
合

二

電
波
の
伝
搬
障
害
等
に
よ
り
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
に
よ
る
通
信
が
困
難
な
場
合

三

他
の
船
舶
等
と
Ｖ
Ｈ
Ｆ
無
線
電
話
に
よ
る
通
信
を
行
っ
て
い
る
場
合

（
職
権
の
委
任
）

第
二
十
条
の
九

法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の
職
権
は
、
当

該
指
定
港
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管
区
海
上
保
安
本
部
長
に
行
わ
せ
る
。

（
新
設
）

２

法
第
四
十
四
条
の
規
定
に
よ
る
海
上
保
安
庁
長
官
の
職
権
は
、
当
該
指
定
港
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
管
区
海

上
保
安
本
部
長
も
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

管
区
海
上
保
安
本
部
長
は
、
法
第
四
十
五
条
第
一
項
及
び
法
第
四
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
職
権
を
東
京
湾
海

上
交
通
セ
ン
タ
ー
の
長
に
行
わ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
航
行
に
関
す
る
注
意
）

（
航
行
に
関
す
る
注
意
）

第
二
十
三
条
の
二

長
さ
百
九
十
メ
ー
ト
ル
（
油
送
船
（
原
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
若
し
く
は
密
閉
式
引
火
点
測
定

器
に
よ
り
測
定
し
た
引
火
点
が
摂
氏
二
十
三
度
未
満
の
液
体
を
積
載
し
て
い
る
も
の
又
は
引
火
性
若
し
く
は
爆

発
性
の
蒸
気
を
発
す
る
物
質
を
荷
卸
し
後
ガ
ス
検
定
を
行
い
、
火
災
若
し
く
は
爆
発
の
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
を

第
二
十
三
条
の
二

長
さ
百
九
十
メ
ー
ト
ル
（
油
送
船
（
原
油
、
液
化
石
油
ガ
ス
若
し
く
は
密
閉
式
引
火
点
測
定

器
に
よ
り
測
定
し
た
引
火
点
が
摂
氏
二
十
三
度
未
満
の
液
体
を
積
載
し
て
い
る
も
の
又
は
引
火
性
若
し
く
は
爆

発
性
の
蒸
気
を
発
す
る
物
質
を
荷
卸
し
後
ガ
ス
検
定
を
行
い
、
火
災
若
し
く
は
爆
発
の
お
そ
れ
の
な
い
こ
と
を
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